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予作動式流水検知装置取扱要領
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ながら、加圧水を

　　て下さい。
、１次側の圧力が

　注意：排水弁を閉止し、２～３分間放置した後、２次側圧力が 無圧であることを
　　　確認して下さい。２次側に圧力が発生している場合はプレ　　アクションバルブ
　　　からの漏れが考えられます。

◇　監視圧縮空気供給弁を開放し、２次側配管内に監視圧縮空気 を供給する。
◇　圧力計の指示値，付属する弁類の開閉状態が正常であること を確認し、設備を
　　監視状態（正常状態）に戻す。

◇　ポンプ制御盤のポンプ停止スイッチを押して、ポンプを停止

操 作 要 領
１．　常時、弁類は所定の状態にセットする。

２．　消火（動作）後は次の操作を行う。
◇　消火を確認した後、１次側の制御弁を閉止し、放水を停止す

する。

◇　排水弁を開放して、流水検知装置２次側配管内の残水を排水 する。

◇　電動パイロット弁及び２次側の制御弁を閉止する。

　　ゆっくり供給する。（この時、供給量が多いとプレアクショ ンバルブが開放
　　する恐れがあります）
　注意：ピストン室内にエア溜まりがある場合、ポンプ起動時、 瞬時プレアクション
　　　バルブが開放する恐れがあるので、エア抜きは完全に行っ

◇　ピストン室内のエアが抜けた後、手動起動弁を完全に閉止し
　　ポンプ締切圧力と同圧であること、プレアクションバルブが 閉止したことを確認
　　する。（１次側の制御弁を閉止し、プレアクションバルブ内 の圧力が減圧しない

◇　排水弁を閉止する。

◇　２次側の制御弁を開放する。点 検 要 領
１．　外観点検
◇　弁類の開閉位置が正常であるかどうかを確認する。
◇　圧力計の指示値が適正であることを確認する。 （表－１参照）
◇　変形、損傷、腐食および漏水等の有無を確認する。

２．　機能試験
◇　減圧警報の確認

・　２次側の制御弁を閉止した後、排水弁を開き監視圧縮空気を
　　スイッチの動作により減圧警報および減圧表示が正常になさ れることを
　　確認する。
・　減圧警報の確認後、排水弁を閉止し、正しく監視圧縮空気が 供給される
　　ことを確認する。

◇　作動試験
・　２次側の制御弁を閉止した後、感知器の動作またはプレアク ション盤の
　　操作と連動してプレアクションバルブが正常に動作し、放水 表示および
　　音響警報がなされることを確認する。
・　作動試験後は所定の復旧方法によって正常に復旧する。
　　〔操作要領　２．消火（動作）後の取扱方法参照〕

排気し、圧力

る。

◇　監視圧縮空気供給弁を閉止する。

◇　火災により作動したスプリンクラーヘッドを新品と交換する 。

◇　手動起動弁を開放する。
◇　１次側の制御弁を徐々に開放し、ピストン室内のエアを抜き


